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論 文 内 容 の 要 旨 
 本研究は、研究開発組織を対象としたプロジェクトマネジメント成熟度（以下、PM 成熟度と呼ぶ）のモデルを定





 そこで、第３章では、研究開発組織を対象とした PM 成熟度モデルを新たに提唱した。これまでの PM 成熟度モデ
ル（PMBOK ベース）に、本研究では、プロジェクト成果に影響を与えると考えられる環境的マネジメント要素（戦
略、プロセス、組織、人材、文化、ナレッジ）を新たに加えた PM 成熟度モデルを開発した、第４章では、業界横断
的に 38 社に対して PM 成熟度を調査分析し、PM 成熟度モデルが正しく機能することを確認するとともに、各業界
のビジネス環境の特徴がどのように PM成熟度に現れるのかを PM成熟度の各マネジメント要素を業界比較すること
で検証した。第５章では、４章において特徴的な結果が得られた製薬業界に焦点をあて、製薬業界 32 社に対して PM
成熟度調査を実施した。この調査を通じて PM 成熟度レベルと企業価値の間に相関があることを一部の経営指標で検
証することに成功した。さらに、製薬業界における PM 成熟度モデルの因子が７つ特定され、PM 成熟度に影響を与
えていることが確認された。第６章においては、仮説と検証の成果、新たな発見を総括するとともに、今後の研究課
題を明記した。 
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にしている。かかる意図に対して、業種間で PM 成熟度の差異が極めて大きいこと。同一業種内でも、成熟度の相違
が、財務業績にある程度相関していることが、統計的に検証された。仮説発見については、日本企業では、欧米企業
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